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　Abstract : One of the authors has recently reported that the iron forms of the red soil
derived from the weathering of the matrix in the gravel layer at Hazeyama coastal terrace
were hematite which was predominant and　goethite but spinel types （Ｆｅ３０４～γ･Fe2O3)or
β･FeOOH were not found･
　In this study, it was presumed that the period during which the matrix changed into the red
soil was the regression period closely following the period of the highest sea level (the platform
formation period) during the Diluvial interglacial epoch.
　０ｎ the basis of the above mentioned presumption, iron samples (iron taggers and iron powder)
were used in the ｅχperiments of the wetting-drying･repetition of the samples under the influence
of seawater or NaCl solution. and the composition of the iron rust obtained was examined.
　The object of these experiments was to trace the extent of change of the above mentioned
matrix into red soil. The results of the experiments showd that the iron rust obtained consisted
of spinel type (Fe3O4～γ-Fe2Os),β-FeOOH and a-FeOOH･
　Moreover, further investigation of the change to hematite is required, if we presume that
iron weathering products similar to the composition of the above mentioned iron rust were
formed in an earlier period of the matrix weathering･
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　　言
　本研究では，海水, NaCl溶液を用いて，乾湿くりかえしの実験を行ない，鉄試料（鉄片，鉄
粉）から生じた鉄鎚の生成，組成を検討したが，これは，さきに報告した（折山海岸段丘層の赤色
土の鉄の形態4）」に続いて，段丘赤色土の赤色着色材であるα－Ｆｅ２０３生成の経過を追跡するため
の基礎資料とするためである。
　わが国の海岸段丘は洪積世の間氷期の海水準上昇に際して形成されたとされ，段丘層に赤色土が
分布し1~3，片岡および小野4）も高知県東部の折山海岸段丘層の赤色土の鉄の形態について報告し
た。
　析山海岸段丘には，二つの段丘かあり，吉川（虎）5’によれば，一つは高位段丘(Mindel―Riss
間氷期，関東ローム多摩層相当，室戸岬面と称する），いま一つは中位段丘(Riss ―Wiirm間氷
期，関東ローム下末古層相当，羽根岬面と称する）で，吉川（治）6）は両段丘の標高が比較的高い
ことから，これらを高位段丘群とよんでいる。これらの段丘層に分布する赤色土は，高位段丘の方
が狭い範囲であるが一様に分布し，土色がより赤く，中位段丘の方は数ヶ所に点在し，赤味も高位
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　　　　　　　　　　　｀　　　　i　　-II
段丘に比してやや劣る‘J。高位段丘層の赤色土の方がより赤咲が強いのは，高位段丘形成時代にお
ける高温の風化に加うるに，中位段丘形成時代における温度の影響を重ねてうけたことも一因であ
ろう。羽根岬面（高位面），室戸岬面（中位面）の,ように，平城面,としで表現されているものは侵
食面（波食台）であって堆積面ではなく，平坦面上には。ごく｡一部分み薄い堆積層（礎層）がみら
れる゛。吉川（治）7’はこの篠層の層位別の重鉱物結成。粒炭組成，色相によって段丘面の対比を
試みてい‘る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。
　間氷期は気温の上昇，氷河の融解にともなう海水準上昇め海進期と，気温および海水準の最高を
示す海水準停滞期および次の氷期の気温低下，海水準下降を示す海退期に分けられるか，海水準停
滞期が最も長く，平坦化の行なわれた時期である。折山海岸段丘の前面下方は砂浜であるか，他の
篠浜，平磯においても，砂粒，篠，岩石の面は波浪の洗浄作用をうけて，肉眼的に新鮮で風化物を
とどめない。このことより類推すると，赤色土化作用は平坦化の行なわれた海水準停滞期より後
で，それに近い温度の高い時期，海水の洗浄作用か優位でなくなフた｡時期，時折，風，台風によっ
て海水の作用をうけた時期の影響か無視できないものと考えられる。
　本研究では，これらの環境を想定し，岩石，鉱物の代りに。まず。鉄試料を選び，海水およびそ
の塩素濃度の等しいNaCl溶液の影響下での，乾湿くりがえ｡し実験を行ない，鉄誘の生成および
その組成を検討して，赤色土の母材の風化による赤色土化を追跡する基礎資料とした。なお，比較
のため，常時浸漬実験をも行なった。　　　　　　。１　１　　　，‘　，寸土
　担山海岸段丘の赤色土は岩石侵食段丘（不透水層）にみられず，７部に残存する礎層にみられる。砂層は，
　現海浜には存在するか段丘にはなく，当時存在していたとしても海退時に侵敢されたものであろう。透水性礎
　層中のｍａtriｘが風化して赤色土化しているか，礎その,ものも，ある程度風化じている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　供　試　材　料　卜
　鉄片(Iron tagger):JIS SS-41,平均として重量2ド7れ4.9cmx3.0cm〉<0.2cm,表面積
32.6c?，Sは0.05％以下，Ｐは0.05％以下である61
　鉄粉(Iron powder):和光純薬製，Ｆｅ ９５％。　｡・　　　　　　　　　i
　海水(Seawater):高知県南国市久枝海岸で採取√物部川口･口西1km．海水のCl(g/l) = 16,
85，通常の値.C1 19 (g/1)よりやや小で，川水による若干の希釈が考えられる。 pH8.2程度。
　0.5N-NaCl:NaCl濃度（重量％）に対するＦｅの腐食速摩叫，室温において，海水中のNaCl
濃度（３％）とほぼ等しい濃度が極大であるとされる8’。,この濃度は0 48Nであるので，ここで
は0 5N-NaCl溶液を用いた。　　　　　　　　　　ご　上　ダ……”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実　験　方　法　。
　〔1〕乾湿くりかえし（鉄片/海水又は0.5N-NaCl/ドライヤー乾燥）
　Repetition of wetting and drying (Iron taggers/Seawater or 0.5N-NaCl/Drying by hand-
drｙび）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∧　　　　犬
　プラスチック容器に海水３１をいれ，一つのガラス棒に，フツ’スチック製洗濯ばさみではさんだ
鉄片10枚をつるし，このようなガラス棒を15本（鉄片合計150枚ｙ準備した。鉄片をつるしたガラ
ス棒15本は，海水に浸潰し，直ちにひきあげ，上記の鉄片のうち100枚（残りは〔2〕に使用）を用
い，高さ50cmの木枠にガラス棒とともにかけ，室内窓ぎわで，ドライヤーで乾燥させた。　ドラ
イヤーと各鉄片の距離を約30cmとし，鉄片付近の温度か50°Ｃ以上に上がらないようにして，
各鉄片にまんべんなく温風があたり，かつ，鉄片か過熱されないように，ドライヤーを頻繁に動か
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して乾燥させた。海水浸漬と乾燥のくりかえしは, 30, 60, 90および120回とし，各々，鉄片25枚
から浸漬，乾燥くりかえし試料をえた。
　海水の代りに0.5N-NaClを用いた場合にも，上記と同様の方法に･よったか，使用鉄片は60枚
であった。海水の代りに0.5N-NaClを用いた場合には，乾燥30回では鉄鋳層が薄く，鉄鍔の採
取が困難であったため, 60, 90および120回とし，それぞれ，鉄片20枚から，乾湿くりかえし試料
をえた。
　　〔2〕乾湿くりかえし（鉄片/海水/室外乾燥）
　　Repetition of wetting and drying (Iron taggers/Seawater/Drying at out-door temperature)
　　〔1〕で作製した鉄片のうち50枚について，海水浸漬後，直ちに縦36cm ， 横30cm ， 高さ12cm
の水切り容器に，ガラス棒と共にかけ，日中，太陽のあたる室外（二階ベランダ上）において乾燥
させた。実験中の鉄片近くの気温は最高55°Ｃ，最低33°Ｃであった。　なお，鉄片の日射条件がほ
ぼ同じくなるように，時々，鉄片の表裏を変え，鉄片面を太陽の方向に向けた。日射のない時は，
鉄片をデシケーターに保存した。･浸漬，乾燥くりかえしは65および130回とし，各鉄片25枚から試
料をえた。
　　備考　〔1〕，〔2〕共に，海水への浸潰回数か増加すると，鉄片の鉄誘が一部脱離して海水中に浮遊してくる
　ので，一夜放置沈底後，上部％をとり，下部柘をすてて，海水を補給した。また，一週間に一回，新しい海水
　にとりかえた。海水のｐＨ変化については，たとえば，鉄片30枚をPH 8.22の海水600mlに浸漬し，直ち
　にとり出し，水洗して水分をふきとり，再び浸潰するというようにして鉄片30枚を連続20回浸潰しても，海水
　のpHは8.20, 50回で8.05であり，充分に鋳びた鉄片20枚をpH 8.22の海水400mlに浸潰し，水洗，アセ
　トン洗の後，乾かし，再び浸潰する操作をくりかえすと，50回で7.72となった。じかし，〔1〕，〔2〕において
は，海水の更新を行なっているから，鉄片浸漬による海水のpH変化はほとんどないとみてよい。
　〔3〕乾湿くりかえし（鉄粉/海水又は水/室温又は90°Ｃ乾燥）
　Repetition　of　wetting　and　drying (Iron　powder/Seawater　or　water/Drying　at　room
temperature or 90°Ｃ）
　直径７ｃｍのブフナーロ斗に口紙をしき，鉄粉5gをいれてひろげ，ブフナーロ斗の先端にゴム
管をつけ，ピンチコックをつけた。　これを４組準備した。　このうち２組に海水を，２組に蒸留水
を，それぞれ50mlずつ加え，10分間湛水の後，ピンチコックをはずし，液を滴下させた後，90°Ｃ
定温器と室温に分けて乾燥させて１回の湿潤乾燥くりかえしを終り，これを続けて20および40回行
なった。実験中の室温は最高33°Ｃ，最低ﾌﾟＣであった。
〔4〕（浸漬放置鉄紛/海水又は0.5N-NaCl,室温又は90°Ｃ）
Soaking (Iron powder/Seawater or 0.5N一NaCl, room temperature or 90°Ｃ）
　（4.1）（鉄紛/海水，室温）
　２１のビーカーに鉄粉１ｇをいれてひろげ，これを４組準備した。このうち，２組に海水を深さ
５ｃｍにいれ，２組には，海水を深さ　15cmにいれ，時計皿をかぶせ，水の蒸発分を補いながら，
１ヶ月および３ヶ月，室温（33～12°Ｃ）に放置した。
　（4.2）（鉄紛/海水, 0.5N-NaCl又は水，90°Ｃ）
　9個の300m1三角フラスコに，それぞれ鉄粉400mgをとり，ひろげ，海水, 0.5N-NaCl,
水をそれぞれ200mlずつ，３組になるようにいれた。三角フラスコはアルミホイルで密閉し,･
90°Ｃの定温器にいれ,1,2,3ヶ月放置した。　　　　　　　　　　　　　　　　１　　　‥
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　〔5〕加熱実験
　鉄鋳試料の一部をとって，示差熱分析および電気炉での加熱実験を行なった。方法は実験結果の
項で記する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　測　定　方　法
　鉄誘試料の調製
　実験〔1〕，〔2〕で鉄片面に生じた鉄鍋は，各鉄片について，ワイヤーブラシで軽くこすりおとした
鋳と，その後，鉄片面どうしをこすりあわせてとった鋳を合,して試料とした。鉄片のごく表面に近
い部分は暗色味があり，Ｆｅそのものがとれないよう･に留意したが，Ｆｅそのものを全く含まない
試料をえられたとはいえない。しかし，鉄粉での実験によって生じた鉄鍋と異り，鉄片からえた鉄
鋳は，Ｘ線回折線にＦｅがあらわれる程度には混入してこなかった。えられた鉄路は乳鉢で細かく
し, 200メッシュで箇別した。これらは遠沈，水洗をくりかえしたが，水洗によってC1゛を十分除
くようにすると，鉄鋳の細かい部分か分散してくるので，遠沈，水洗の操作は，これを限度として
やめ，次いでアセトン洗を行ない，風乾して鉄鰐試料とした。
色
JIS標準色票9’によった。
　Ｘ線回折
　島津自記Ｘ線回折装置（ＶＤＩ）使用。　　　　　　　　コ
　回折条件 Target Fe, Filter Mn, Tube voltage 30KV, Tube current 8mA, Scan.
speed 20/min, Time conetant 2, Chart speed lOmm/min, Full scale 500 c.p.s, Div. slit
0.8mm, Rec. slit 0.5mm, Scatt. slit　ｌmm とした。
　Ｘ線回折結果の記載
　上記の回折条件は，全試料の測定に対して変更せず，強度め記載はピークの高さに応ずるチャー
ト紙の目盛のよみ（ｍｍ）そのままを記して全試料間の比較に利用した。したがって鉄鋳試料の充
填度も，できるだけ同じ程度になるようにした。そのため，各試料の最強源を100とする指数は用
いなかった。なお，参考のために，（ピークの高さ×半値巾）,をも求めた。
　同定酸化鉄，オキシ水酸化鉄を次の略記号であらわした。
　β：β－ＦｅＯＯＨの略号　　　　　　　　　　　　　　･●
　S : Fe3O4 はＦｅ（Ⅲ）:Fe(n)=2:1であるから, total Fe 中のFeCn)は33％である。　一
方，完全に酸化されたものとしてのγ－Ｆｅ２０３はFe(n)がＯ％である。実際には，その中間の
Fe( n y/oのものがみられる。本実験において生成した鉄誘では，Ｆｅ３０４またはγ－Ｆｅ２０３の回折
線のうち，従来，強源として示されているものか数本出現する程度であり，両者は共にスピネル型
で，かつ，回折線はほとんど同位置に出現したので，Ｘ線では判別困難であった。 Fe(ll)を定量
しても，鉄鋳試料を調製するときに混入したＦｅの影響をうけぷことも考えられ，たとえ，色か
らみて，黒色一褐色によってγ－Ｆｅ２０３が優勢であろうと思われても，スピネル型とし，Ｆｅ３０４～
γ－Ｆｅ２０３に対して，略号Ｓを用いた。
　α：α－ＦｅＯＯＨの略号　　　　　　　　　　　　　　　　し／
h:α― Fe2O3, hematiteの略号
Ｆｅ：遊離Fe
　Fe(n.Ⅲ）の定量
　鉄鋳試料20mgを250ml容ポリエチレン広ロビンにとり，少量の水で湿した後，三土らの方
法1o）により，２本の通気管Ａ，Ｂおよびコックをうけた小口斗Ｃをロの部分につけ，Ｃ０２をＡよ
りビンにいれてＢから流出させてビン内をＣ０２で置換し，Ｃより（1＋1）H2S04 20mI, HF 10ml
を加え，Ｃを閉じて沸とう湯浴上にのせ，20分間放置後，飽和ホウ酸溶液100mlを加え，メスフ
ラスコに移して500mlとなし，この5mlをとり，20％（ｗ/Ｖ）ＮＨ４Ａｃ溶液を加えてｐＨを３
～４となし，０－フェナントロリン法11’でFe(n)の定量を行ない，また還元剤（Na2S03）を添
加して，０－フェナントロリン法でtotal Fe を定量し，差引いてＦｅ（Ⅲ）を求めた。
　磁化率の測定
　島津製作所製磁気天秤を用いた。
　77z: 試料(ｇ)，χ：磁化率(emu/g), H：磁場の強さ(Gause),
とすると，常磁性体について
y｀＝ｍＸＨ αどｰ
αχ
によって，Ｚを求めた。なお，モール塩(Z = 3.19x10"^)を用い
　　　　とぺ7グー＝古・÷= 6 3684×105〔OeVcm〕
を決定した。
　強磁性体については
デ＝ｍ･7 αとｰ-αＺ
　　ダ〔dyne〕
(y＝　　ｍ〔g〕 α亙
αχ
1
■
〔Ｏｅ/ｃｍ〕
：磁場勾配(OeVcm)α亙-
αＺ
である。
　試料で，常磁性体の他に，一部S (Fe3O4～γ－Ｆｅ２０３）を含み，χがやや増大した試料につい
ても，χの値で示した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　実験結果および考察
　1）鉄片の海水浸漬，ドライヤー乾燥による乾湿くりかえしで生じた鉄鋳のＸ線回折結果は
Table l のとおりである。
　鉄鋳の組成は（Ｓ，β，α）と考えられる。　Ｓは乾湿くりかえしの進むとともに，回折線強度が
減じるが，乾湿くりかえし90回で，ほぽ変化がなくなった。βは乾湿くりかえし30一回で回折線
３本があらわれ，60回で４本となり，その後, 120回まで，本数は増加しなかったが，強度は回数
の増加につれて，やや増しているようである。αも乾湿くりかえし307回で２本，60回で３本，90
回で４本となったが，強度は120回に至っても変化がみられなかった。鉄鋳の色は褐色から，乾
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Table l. Iｒｏｎ ｒｕｓｔ ｏｎ ｉｒｏｎ tａｇｇｅｒｓ ｆｏｒｍｅｄ ｂｙ ｒｅｐｅtitｉｏｎ ｏｆ ･ｕｏｅttｉｎｇａｎｄ ｄｒｖｉｎｇ
　　　　　　　　(ｓｏａｋｉｎｇ ｉｎ ｓｅａｘｖａtｅｒ－ｄりing hｙ ｈａｎｄ-ｄｒｙｅｒ、＜５０°Ｃ)
　　　　　　X―ra:ｙ ｄｉｆｆｒａｃtｉｏｎｏｆ ｉｒｏｎ ｒｕｓt
repetitionrounds of wetting and drying
　30
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d(Å)　　I
　66
rs
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ｄ(Å)　　Ｉ
　　90 rs
　(N0.，22)らへ¬-、
ｄ(Å)　　Ｉ
　120
rs
(No. 27)
一一
ｄ(Å)　　Ｉ
Ｓ
2.95　　28.8
2.52　　88.0
2.09　　22.0
1.61　　27.0
1.48　　30.7
2.96　　21.3
2.52　　55.7
2.09　　17.2
1.61　　16.5
1.48　　21.0
2.96　　17.0
2.53　　49.0
2.10　　13.0
1.61　　12.0
1.48　　15.0
2.96　　16.1
2.52　　45.02.09　　11.0
1.61　　12.0
1.48　　16.5
β
7.37　　14.0
3.33　　14.0
1.64　　8.5
7.37　　14.0
3.33　　15.0
1.95　　6.0
1.64　　9.0
7.42　　13.0
3.33　　14.0
1.95　　6.5
工64 - 8.0
7.42　　18.5
3.32　　20.0
1.95　　7.0
1.64　　9.5
α
4.19　　10.5
1.71　　12.5
4.19　　19.9
2.69　　9.0
1.72　　14.0
4.19　　23.0
2.69 ・　10.0
2.45　　25.0
1.72　　11.8
4.18　　18.5
2.69　　10.02.45　　22.0
1.71　　11.0
color of rust
7.5 YR 4/6
　brown
7.5 YR 4/6
　brown
　5 YR 4/4
dull reddish
　　brown
　5 YR 4/4
dull reddish
　　brown
≒にで‰ごこお‰に跡詣訪欧謡詣
・旨雁首×100=ぺ丿-X100 =13.1(No. 20)　　，.
湿くりかえし回数が進むと，やや赤味かかってきたが，Ｆｅ３０,～r-FejOs系においてFeCE)→
Ｆ(Ⅲ)への増加，β，αの生成などが関係しているのであろう。
　　鉄誘にあらわれる回折線は, ASTM表に示されている強線か弱線としてあらわれ, ASTM表での弱線は
　あらわれていなかった。測定方法に記した回折条件で，試料ホルダーヘの充填量をほぽ同じくし，充填も，で
　きるだけ再現性のあるようにして，全試料の測定を行なった。下記に記した測定値はNo. 40の試料について，
　充填を行なって測定し，再びとり除いて，充填を行なうというようにして，５回の測定の回折線強度の変動を
　示したもので，全試料についての強度の比較についての参考にした。
　　　　　　　　　　　　　　　　回折線強度の測定値の変動(Ｎ０.40)
試料の充填の
くりかえし
???
平　　　　　均
標　準　偏　差
変動率（％）
ｄ（Å）
2.52
(S)
-
62.5
63.2
61.1
64.1
64.2
-
63.0
1.28
2.0
3.33
(β)
-
24.2
22.5
23.5
19.0
21.8
22.2
1.75
　7.9
7.42
(β)
-
20.2
21.5
22.0
20.8
20.0
20.9
0.85
　4.1
2.95･
(S)
-
20.5
17.0
17. r
21.0
23.0
19.7
2.61･
13.2
1.48
(S)
-
19.1
17.9
19.0
21.0
18.9
-
19.2
‐????
?。?????
2.09
(S)
-
15.6
14.0
15.5
18.0
16.0
-
15.8
1.43
9.1
1.61
(S)
-
15.0
13.0
13.0
16.0
15.0
-
14.4
1.34
9.3
1.64
(β)
-
13.5
13.0
11.4
10.0
11.0
11.8
1.45
12.3
　備考　Table l　に記した鉄誘の色は採取粉末とした混合物の風乾色であるか．鉄片面上の鉄鋳は種々の色
を呈した．たとえば，乾湿くりかえし60回の鉄片面では，次のようであった．
乾湿くりかえし60回の鉄片面(No. 21)
　　　　　　湿　色
5.0 YR 5/8 (bright reddish brown)や＋
10.0 R 3/4 (reddish brown)++
10.0 R 6/8 (reddish orange)斑点
7.5 R 1.7/1 (black)斑点
　　　　　　風乾色
7.5 YR 6/8 (orange)++
5.0 YR 3/6 (dark reddish bｒｏｗｎ）＋＋
2.5 YR 5/6 (bright brown)斑点
7.5　YR 1. 7/1 (black)斑点
混合粉末
7.5 YR 4/6 (brown)
　2）鉄片の0.5N-NaCl浸漬，ドライヤー乾燥による乾湿くりかえしで生じた鉄鍋のＸ線回折
結果はTable 1 のとおりである。
　0.5N-NaCl処理の場合には，海水処理の場合よりも，鉄鋳の生成がややおくれた。乾湿くり
かえし30回では鉄鋳試料をえられるほどの鍋の生成がなかった。
　鉄鍋の組成は（Ｓ，β）で，海水処理に対して，αの生成を欠いだ。　Ｓの回折線の強度は，乾湿
くりかえしの進むにつれて，やや減少し，海水処理の場合と似た傾向を示した。βの強度変化はな
いようであった。　　　　　　　　　　　・
Table 2. Iｒｏｎ ｒｕｓ£ｏｎ ｉＴｏｎ tａｇｇｅｒｓ ｆｏｒｍｅｄ りｒel・ｅ£i£ｉｏｎ ｏｆ ｔｕｅttｉｎｇ ａｎｄ ｄりｉｎｇ
　　　　　　(ｓｏａｈｉｎｇ　in　０､５Ｎ－ＮａＣｌ ｓolｕtｉｏｎ－ｄりｉｎｇ ｂｉ-ｈａｎふｄｒｙｅｒ、＜５０°Ｃ)
　　　　　χ一Γαjy jiがΓαｄ必､2がz'Γθ､z ｒzzμ
repetitionroundsofwettingand drying
　60
rs
(No. 35)一一
d(Å)　　I
　90
rs
　(No. 36)一一
d(Å)　　　I
　420 rS･
　(N0.40)一一
d(Å)　　　I
Ｓ
2.96　　23.0
2.53　　78.7
2.10　　18.3
1.61　　　20.0
1.48　　24.8
2.96　　　15.9
2.53　　　57.3
2.10　　　18.4
1.61　　　17.7
1.48　　　21.0
2.96　　　13.9
2.53　　　53.7
2.10　　　12.5
1.61　　　15.7
1.48　　　14.7
β
7.57　　13.3
3.32　　19.0
1.95　　　5.5
1.64　　　8.0
7.42　　　15.0
3.32　　　21.2
1.95　　　9.0
1.64　　　8.5
7.34　　　12.8
3.32　　　17.6
1.95　　　11.0
1.64　　　9.0
color of rust 5 YR
4/6
reddish
brown
5YR 4/6
reddish
brown
5 YR 4/4
dull reddish
brown
＊　Abbreviations are the same as those in Table ｌ.
＊忽丿畿詣X 100 °ぶ万刈00=12.5 (No. 40）
　3）鉄片の海水浸漬，室外乾燥による乾湿くりかえしで生じた鉄鋳のＸ線回折結果はTable 3
のとおりである。
　鉄鋳の組成は（Ｓ，β）であり，ドライヤー乾燥の場合のようなαの回折線は出現しなかった。
また，Ｓ，βともに，回折線の本数はドライヤー乾燥の場合に比して少なかっか。Ｓは５本に対
して４本，βは４本に対して２本）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　これらの両乾燥方法について，乾燥温度は室内ドライヤー乾燥における鉄片付近の気温は<50
°Ｃ，室外（７月，９月）乾燥における鉄片付近の気温は最高55°Ｃ，最低33°Ｃであり，ドライ｡ヤ
ーの場合はまんべんなく各鉄片に移動させ，室外の場合は，しばしば，表裏を逆転して太陽の方向
32
　　　　　　　高知大学学術研究報告　第27巻　自然科学
Table ｌ Ｉｒｏｎ ｒｕｓt ｏｎ ｉｒｏｎ tａｇｇｅｒｓ foｒｍｅｄ ｂｙ ｒｅｐｅtitｉｏｎ ｏｆ ･ｕｊｅttｉｎｇ ａｎｄ ｄりｉｎｇ
　　　　　　　(ｓｏａｋｉｎｇ ｉ７１ｓｅａ ｔむａtｅｒ一ｄりｉｎｇ ａt ｏｕt-ｄｏｏｒ tｅｍｐｅｒａtｕｒｅ、く55°Ｃ)
　　　　　χ－ｒａｙ ｄりｆｒａｃtion of iｒｏｎ ｒｕｓt
repetitionroundsof wettinganddrying
　　　　65
rs
　　　(N0.19)
←
d(Å)　　　　　I
　　　　130 rs　　　　(N0.28)
　→ .d(Å)　　　　　　　I
Ｓ
2.95　　　　　　　17.7
2.52　　　　　　　43.0
2.09　　　　　　　16.9　　°
1.48　　　　　　　16.5
2.96　　　　　　12.8
2.52　　　　　　47.2
2.09　　　　　　13.0
1.48　　　　　　14.5
β
7.27　　　　　　　9,1
　7:42　　　　　　　16.01 3.32　　　　　　　19.5
color of rust 5 YR 4/6
reddishbrown
5 YR 4/4
dullreddishbrown
　　　　　　＊　Abbreviations are the same as those in Table ｌ.
　　　　　　・巴畿雪χ100＝苔χ100 = 8.3　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　÷
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軋　。に向けたので，両方法とも，鉄片の過熱されることはなかったと考えられる。
　乾燥速度については，１個のみの鉄片を乾燥させる場合には，ドライヤー乾燥の方がかなり早い
と思われるが，ドライヤーでは，多くの懸垂鉄片をまんべんなく乾燥させる必要かあり，１個の鉄
片のみに温風を集中させるわけにはいかない。したがって，多数の鉄片を浸漬，懸垂，乾燥の後，
次の浸漬に至る前までの１［可の湿潤乾燥くりかえしに要した時間は，ドライヤー乾燥において，平
均0.9時間強，室外乾燥において０．８時間弱で，室外の方がやや早く乾燥した。
　　乾湿くりかえし所要時間（浸漬一懸垂，乾燥終了）
　　　　　　　　　　ドライヤー乾燥　　　　　　　室外乾燥
　　乾湿くりかえし　1～30回まで　　　　　　　　1～30回まで
　　　　　　　　　　30回に27.6時間　　　　　　30回に20.3時間・
　　　　　　　　　　　１回あたり0.92時間　　　　　１回あたり0.68時間
　　　　　　　　　　　（７月上，中旬）　　　　　　（７月上旬）
　　乾湿くりかえし　61～90回まで　　　　　　　　31～65回まで
　　　　　　　　　　30回に29時間　　　　　　　　35回に27.8時間
　　　　　　　　　　　１［可あたり0.97時間　　　　　１回あたり0.79時間
　　　　　　　　　　　（９月上旬）　　　　　　　　（７月中旬）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　66～100回まで（時間測定せず）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　101～130回まで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30回に25.9時間
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１回あたり0.86時間
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（91月上，中旬）
　　　　　　　　　操作中止の時は仝鉄片をデシケーターに保存し，その時間は加算しない｡
　4）鉄粉の海水浸漬，室温又は90°Ｃ乾燥による乾湿くりかえしで生じた鉄鋳のＸ線回折結果は
Table 4 のとおりである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一
　鉄鋳の組成は室外乾燥では（Ｓ，β）であるが，90°Ｃ乾燥ではβか生成しにく，Ｓと考えられる。
　鉄粉の水浸漬，室温又は90°Ｃ乾燥による乾湿くりかえしで生じた鉄鋳のＸ線回折結果はTa-ble
　5のとおりである。
　鉄鋳の組成は室外乾燥で（Ｓ，β）であるか，90°Ｃ乾燥では’βが生成せずＳとみられ，乾燥
時の極端な加熱はβの生成を抑制した。
匹　ろろ
Tａｂ＼ｅ ４. Iｒｏｎ ｒｕｓｔ 071 iｒｏｎ ｐｃｒｕａｄｅｔ･ｆｏｒｍｅｄ ｂｙ ｒｅｐｅtitｉｏｎ ｏｆ ｔむｅｔttｎｇ ａｎｄ ｄりｉｎｇ
　　　　　　（ｓｏａｋｉｎｇ ｉｎ ｓｅａ ｔむａtｅｒ－ｄｒｙｉｎｇ ａt ９０゜Ｃ ｏｒ ｏｕt-ｄｏｏｒ tｅｍｐｅｒａtｕｒｅ）
　　　　　X-ra:ｙ ｄｉｆｆｒａｃtion of iｒｏｎ ｒｕｓt
repetitionrounds of wettingand drying
out･doortemperature 90°C
　　20
rs
　(N0.32)
ヴ
d(Å)　　I
　　40
rs
(No. 51)
/－ご七d(Å)　　I
　　20
rs
　(No. 34)
七
d(Å)　　I
　40
rs
(N0.53)一一
d(Å)　　I
Ｓ
2.95　　10.5
2.52　　28.0
2.09　　8.5
1.48　　14.2
2.95　　10.0
2.52　　30.0
2.09　　9.5
1.48　　12.0
2.95　　20.0
2.52　　51.8
2.09　　16.0
1.48　　22.0
2.94　　16.0
2.52　　41.0
2.09　　10.0
1.48　　18.0
β
7.57　　12.0
3.33　　12.0
7.52　　25.0
3.33　　16.5 3.33（btSjl）
color of rust
　５Ｙ襄3/2
　darkreddish brown
　5 YR 3/2
　darkreddish brown
　5 YR 3/3
　darkreddish brown
　2.5 YR 3/2
　darkreddishbrown
＊　Abbreviations are the same as those in Table 1.
・あ次回×100＝言×100 = 4.4 (No. 51) -jyfｘ100=O（Ｎ０.53）
TａＵｅ ５． １ｒ・ｎ ｒｕｓｔ ｆｏｒｍｅｄ ｏｎ ｉｒｏｎ ｐｏｉｖｄｅｒ b:ｙ ｒｅｐｅtiｔｉｏｎ ｏｆ　ｌｕｅｔtｉｎｇ ａｎｄ ｄｒ:ｙｔｎｇ
　　　　　　　　(ｓｏａｋｉｎｇ ｉｎ　ｌｏａtｅｒ－ｄｒｙｉｎｇ ａt ９０°Ｃ ｏｒ ｏｕt　-ｄｏｏｒ ｔｅｍ夕ｅｒａｔｕｒｅ)
　　　　　X-ra:ｙ diffｒａｃtion of iｒｏｎ ｒｕｓt
repetitionrounds of wettingand drying
out･doortemperature 90°C
　　20 rs　(N0.31)
七
ｄ(Å)　　Ｉ
　　40
rs
　(N0.50)
　七1d(Å)　　I
　　20
rs
　(No. 33)
七
d(Å)　　I
　　40
rs
　(N0.50)
七
d(Å)　　I
Ｓ
　4.83　　11.5
　2.95　　23.7
　2.52　　羽.7
　2.09　　20.2' 1.61　　19.2
　1.48　　30.7
4.83　　11.0
2.96　　20.0
2.51　　71.0
2.09　　16.6
1.61　　13.7
1.48　　22.0
4.83　　8.0
2.94　　27.8
2.52　　83.5
2.09　　22.0
1.61　　19.5
1.48　　29.0
4.83　　10.5
2.94　　25.0
2.51　　70.0
2.08　　13.3
1.60　　16.0
1.48　　26.0
β 3.33　　14.0 3.33　　10.0 -　　- -　　-
Fe 2.02　　20.0 2.02　　24.7 2.02　　34.0 2.02　　12.0
color of rust
　5 YR 2/1
brownish black
　5 YR 2/1
brownish black
　5 YR 3/2.
　dark
reddish ‘brown
　5 YR 3/1
brownish black
＊訟で;;まで;s are the same as those in Table 1.
＊　忿jl1?蓉も×100
°]ぽ{‾×100°36‘0 (No. 50)
　海水浸漬と水浸漬の相違は，水浸漬の場合に，乾湿くりかえし40回後でも，室外乾燥，90°Ｃ乾
燥ともに，鉄粉にＦｅの回折線がのこっている点であり，海水浸漬では，Ｆｅ回折線はみられなく
なった。又，海水浸漬の方が水浸漬に比して，Ｓ，βの回折線本数が多い。
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　5）鉄粉の海水浸漬放置（室温）によって生じた鉄誘のＸ線回折結果は, Table 6 のとおりであ
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I.　　　－
Table ６． Iｒｏｎ ｒｕｓt ０７１ｉｒｏｎ ｐｏｖｕｄｅｒ foｒｍｅｄ ｂｙ ｓｏａｋｉｎｇ ｉｎ ｓｅａ ■ｗａtｅｒ ａｔ　ｒｏｏｍ
　　　　tｅｍｐｅΓａtｕｒｅ　　　　　　　　　　　　　　　‥
　　　　　　χ－ｒａｙ ｄｉｆ？･ａｃt　ion of iｒｏｎ ｒｕｓt
　　　　　depth of sea water
5 cm　　　　　　　　　　　　　15cm
periodof soaking periodof soaking
　1 month
　(N0.29)
一一
ｄ(Å)　　Ｉ
　3
months
　(No. 44)
七
ｄ(Å)　　Ｉ
　1
month
　(No. 30)
七
d(励　　Ｉ
　3
months
　(No. 45)一一
ｄ(Å)　　Ｉ
β
7.42　　24.0
3.33　　11.0 7.47　trace3.33　trace
7.47　　50.9
3.33　　10.2
7.42　　23.6
3.33　　9.0
Ｓ 2.52　　8.0 2.52　　12.8 2.52　　9.0 2.52　　18.0
Fe 2.02　　47.0 2.02　　9.0 2.02　　49.2 2.02　　9.6
color of rust
5 YR3/4
dark reddish
brown
5 YR 3/4
dark reddish
brown
5 YR 4/4
dull'reddish
brown
　2.5 YR 4/6
reddish brown
＊
＊
Abbreviations are the same as those in Table ｈ
　こ畏涼×100＝苔×100 = 10.4 (No. 44)
　鉄総の組成は（β，Ｓ）であり，Ｓの回折線は１本のみで，βは２本みられた。 Fe の回折線も
みられる。表からみれば，βについて，放置期間か長いと回折線が弱化し，海水深の浅い方が回折
線が弱いようにみえるが，この結果だけでは明らかではない。
　鉄粉の海水浸m, 0.5N-NaCl浸漬，水浸漬（液IS 5cm, 90°C, 1～3ヶ月放置）によって生
じた鉄鋳のＸ線回折結果はTable フバ1). (2),(3)のとお洵である。
　海水, NaCl,水浸漬をとわず，90°Ｃ浸漬の場合には，βの｡回折線はあらわれなかった。Ｓの回
Table ｌ． Iｒｏｎｒｕｓt ｏｎｉｒｏｎｐｏｖｊｄｅｒｆｏｒｍｅｃ
　　　ｓolｕtioれｏｒ ･ｗａtｅｒａｔ ９０°Ｃ（ｄｅｐth　of liｑｕid、 ５　ｃｍ）
　　　　　Ｘ一ｒａ:ｙ ｄｉｆｆｒａｃtｉｏｎｏｆｉｒｏｎ　ｒｕｓｔ
　(1) Soaking in sea water
periodof soaking
　　１ month
←
ｄ（Å）　　　Ｉ
　２?onths
一一
ｄ(Å)／　　　Ｉ
'･3 months
←
d(Å)　　　　I
No. 39 No. 43 No. 49
Ｓ 2.96　　　　11.4
2.52　　　　30.3
2.95　　　　10.0
2.52　　　　28.2
2.95　　　　　9.5
2.52　　　　22.5
Fe 2.02　　　　30.0 2.02　　　　20.0 -　　　　-
color of rust
2.5 YR 3/4
dark reddish
brown
2.5 YR 3/4
dark･･readish゛
brown
5 YR 3/4
dark reddish
brown
ろ5
(2) Soaking in 0.5 N-NaCI solution
No. 38 No. 42 No. 48
Ｓ
2.96　　　　11.7
2.53　　　　29.6
2.09　　　　9.0
2.52　　　　19.3 2.52　　　　12.5
Pe 2.02　　　　67.8 2.02　　　　　9.5 2.02　　　　10.8
color of sust
7.5 YR 4/4
brown
5 YR 3/3
dark reddish
brown
5 YR 3/3
dark reddish
brown
(3) Soaking in water
No. 37 No. 41 No. 47
Ｓ
2.94　　　　21.2
2.52　　　　65.0
2.09　　　　20.0
1.61　　　　13.6
1.48　　　　22.1
2.95　　　　18.0
2.52　　　　43.0
2.09　　　　13.5
1.61　　　　10.51.48　　　　16.0
2.94　　　　17.5
2.52　　　　45.0
2.09　　　　13.8
1.61　　　　14.01.48　　　　20.0
Fe 2.02　　　　39.8 2.02　　　　49.0 2.02　　　　51.0
color of rust
5 YR 3/1
brownish black 7.5 YR
3/2
brownishblack 7.5 YR
3/2
brownish black
＊　Abbreviations are the same as those in table 1.
total Fe （％）
×100 = 59.0 (No. 47)
折線本数は水浸漬（５本）が最も多かった。Ｓの回折線強度は放置期間の増加（１ヶ月と２ヶ月の
比較）によって弱化する傾向かあった。 90°Ｃでの浸潰継続という条件は自然の風化環境では考え
られない。
　6）以上の結果をまとめると，次の表のとおりである。（カッコ内は回折線本数）
鉄片―海水, 0.5N-NaCl―ドライヤー乾燥
浸　漬　液 回折線
　　　　　　　乾湿くりかえし
/-一之二30回　　　　60回　　　　90回　　　120回
海　　　水
(Table 1)
Ｓ
β
α
（5）　　（5）　　（5）　　（5）
（3）　　（4）　　（4）　　（4）
（2）　　（3）　　（4）　　（4）
0.5N-NaCl
　(Table 2）
Ｓ
β
　　　　　（5）　　（5）　　（5）
鉄路少　　　（4）　　　（4）　　　（4）
鉄片一海水一室外乾燥
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　　　　---
鉄粉一海水，水一室温，90°Ｃ
浸　潰　肢 乾燥温度 回折線
　　　　乾湿くりかぇし
⇒¬
20回，　　　　　　　　　40回
海　　　水
(Table 4）
室　　温
Ｓ
β
（4）　　　　　　　　　　　（4）
（2）　　　　　　　（2）
90°C
Ｓ
β
（4）　　　　　　　（4）
（1）　　　　　　　（O）
　　水
(Table 5）
室　　温
Ｓ
β
（6）　　　　　　　　　　　（6）‘
（1）　　　　　　　（1）
90°C Ｓ （6）　　　　　　　（6）
鉄粉―海水, 0.5N-NaCI,水（室温，90°Ｃ）浸漬
浸　潰　液 温　度　液　深 回折線
　　　浸　漬　期　間
　犬１ヶ月　　　２ケ月　　　３ケ月
海　　　水
　　　　　　５　cm
室　　温
(Table 6）1
　　　　　　15 cm
（こい）５　cm
に
に
　（2）　　　　(2, vw)
　（1）　　　　　　（1）
　（2）　　　　　　（2）
　（1）　　　　　　（1）
゛（2）　　（2）　　（2）
0.5N-NaCl （菰副）５　cm Ｓ （3）　　（1）　　（1）
水 （こい）５　cm Ｓ （5）･　　（5）　　（5）
　海水の影響下に，乾湿くりかえしが行なわれると，鉄片の場合，ドライヤー乾燥では，鉄鋳の
組成は（Ｓ，β，α）であり，室外乾燥では, (S,β）でαの回折線はあらわれなかった。この場
合，ドライヤー乾燥の鉄片付近の気温はく50°Ｃ，室外乾燥では，鉄片付近の気温は最高55°Ｃ，最
低33°Ｃであり，ドライヤーはまんべんなく各鉄片面に温風があたるように動かし，室外乾燥で
は，雨天，それに近い曇天には実験を行なわず，各鉄片は，表裏ができるだけ均等に太陽にあたる
ように反転したので，一つの鉄片が過無されることはなく，鉄片に熱電対を接触させて温度を調べ
たが過無されることはなかった。乾燥速度はすでに記したように，一鉄片あたりについて，ドライ
ヤー乾燥の方がやや遅かった。　これだけの理由で，ドライヤーと室外（太陽）乾燥の相違とαの
生成の関係は不明であった。
　ともかく，海水の影響下に乾湿のくりかえしが続くと, (S,β，α）あるいは（Ｓ，β）の組成
の鉄鋳が生じたが，ｈの生成はみられなかった。さきに報告した折山海岸段丘赤色±4）の鉄につ
いては，Ｓやβはみられず，αに比してｈが優位で，赤味の強い原因とみられた。
　抑山海岸段丘篠層のmatrix中の鉄は，一般の岩石と同様, Fe (I)を主としたものと考えら
れ，海水の影響下での乾湿くりかえしをうけたとすれば。風化過程において（Ｓ，β）～（Ｓ，β，
α）の生成の経路を経たものと考えられる。（ｈはhemaiteの略号）
ろ7
　鉄粉での実験では，90°Ｃでの乾燥により，βの生成か抑制され，炉山海岸段丘の堆積破層の表面部は，間
氷期の温度の影響をうけて，ある程度の高温の加熱乾燥か考えられるか，磯層中のmatrixの赤色化は約２ｍ
の深さに及んでおり，高温による乾燥よりも，透水性のよい破層中での乾燥と考えられる．
　担.山海岸段丘で, (S,β）～（Ｓ，β，α）－→（ｈ＞α）への変化を仮定すると，その追跡には
，間氷期の温度下における地質学的な時間での乾湿くりかえしの影響をどのように短縮実験するか
を検討する必要がある。
　matrixの風化に際しては，鉄以外のmatrix の成分の影響か考えられる．しかし，鉄試料による鉄銃の生
　成実験では，海水中の溶解成分の影響をうけている．
　7）鉄鋳試料の加熱実験
　鉄炳試料では，一部，d（Å) 2.54～2.55のβと2.52のＳの回折ピークか重なって強度に影響し
た。 Table 8 には，鉄片の0.5N－ＮａＣＩ浸漬，ドライヤー乾燥により生成した鉄鈷試料No. 40
(Table 2 記載）を選び，電気炉に入れ,‘無電対の先端を試料に近くおき, 150°Ｃから加熱を始め，
２時間一定温度で加熱を続けた後，Ｘ線回折を行ない，再び同温度で２時間の加熱を行なうとい
う操作を続け，回折線の強度に著しい変化がみられなくなったとき，20°Ｃ上昇させて加熱を続
け，この操作500°Ｃまで行なったときの回折線の強度の変化，消長，χ（磁化率），色の変化を示
した。
　この結果によると，Ｓの回折線強度は450°Ｃまで変化なく, 500°Ｃに至って消失し√βの回折
線は210°Ｃで消失を始め, 260°Ｃで全回折線の消失をみ，ｈの回折線は210°Ｃにおいて一部出現
し, 260°Ｃに至って６本の出現をみ，以後，温度の上昇に伴い，強度は増加したが，本数は変
化がなかった。（β十Ｓ）の重複ピークは前記β，ｈの回折線の消長よりみて, 210°Ｃ，6時間で
（β十Ｓ十h). 260°Ｃ，2時間で（Ｓ十h), 500°Ｃでｈとなったものとみなされた。d（Å) 1.48
はＳ，ｈの回折線であるか, No.40の1.48はＳと考えられ, 500°Ｃにおいてｈに変化しだ
ことかχの変化で考えられる。　このようにして，ｈの増加にともない，色は210°Ｃ／10時間で
10Rとなって赤味が増したが, 500°ＣでＳ一ｈの変化分は色にあらわれなかった。
　なお, WeiserおよびMilliganの方法12）によって作製したβ－ＦｅＯＯＨについて，島津製作所ミクロ示
差熱天秤装置DT20BSにより, S.W 30.007 me, Prog. Speed 10°C/min, TG lOmg/f, ＤＴＡ±50μｖ
in air, Ｃ. S 2.5nm/min. の条件で測定した．ｍ丘t減その他の事項は記載を略す。吸熱ピークは260°Ｃで
発熱ピークは525°Ｃであった。　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　　　　約
　抑山海岸段丘篠層のmatrixの風化によっ,て生じた赤色土中の鉄の形態は，既に報告したように
hematite>goethiteであり，スピネル型(Fe3O4～γ－Ｆｅ２０３），β－ＦｅＯＯＨはＸ線的にはみられな
い。
　このmatrixの赤色化（鉄のhematiteｲﾋ）に大きな影響をあたえた時期を，洪積世間氷期の最
高水準停滞期（平坦面形成期）後のそれに近い海退期と考え, matrixの赤色化過程追跡の予備資
料とするために，鉄試料を選び，海水の影響下での乾湿くりかえし実験を行なった。その結果生じ
た鉄鋳は（スピネル型，β－ＦｅＯＯＨ，α－ＦｅＯＯＨ）又は（スピネル型，β－ＦｅＯＯＨ）の組成を示
した。
　段丘篠層matrixの赤色化過程の初期に, matrix風化物中の鉄が，上記のように，鉄銚と同じ
組成のものが生成するとすれば，そのものからhematite化への過程を追跡する必要がおこる。合
成Fe3O4～γ－Ｆｅ２０３，β－ＦｅＯＯＨのほか，榊山段丘付近に存在するmatrixと同じ組成の非赤
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Table １ Ｔｈｅ ｃｈａｎｇｅｓｏｆ　ｓｏ刀ｎｅ　Ｐｒｏμｒtieｓ＊　ｏｆｉｒｏｎｒｕｓt（Ｎｏ. 　40）bｙ ｈｅａtｉｎｇｆｒｏｍ ｒｏｏｍ
　tｅｍｐｅΓａtｕｒｅ t０ ５００°Ｃ
　＊χ一ｒａｙ diffｒａｃtｉｏｎ（intｅｎｓitｙ.:ｐｅａｋ ｈｅｉｇｈｔ（ｍｍ) in the ＆必･tｓ），Ｚ ａｎｄ ｃｏｌｏｒof the　ｒｕｓｔ
ｄ（Å）
original
No. 40
150°C　　　　.‘ 170?C 190°C
２ｈ ４ｈ ６ｈ ２ｈ ４ｈ ２ｈ
Ｓ
2.95～2.96
2.09～2.10
　　　1.61
13.6
12.2
15.7
11.5
14.1
12.2
11.5
13.9
12.9
13.4
11.8
　9.6
　14.6
　14.6
11.5
13.6
12.9
　9.4
14.8
13.6
11.8
β
7.34～7.57
3.32～3.33
1.94～1.95
　　　1.64
12.7
17.6
11.0
　9.0
　9.4
16.5
　8.0
10.8
11.3
12.5
　7.8
　8.6
10.6
14.8
　6.0
　6.8
　　　8.9
｀j　12.9
　　　7.1
　　　9.2
　7.5
13.9
　5.5
　9.2
　7.8
14.8
　5.0
　6,3
ｈ
　　　3.68
2.69～2.70
　　　2.20
　　　1.84
　　　1.69
　　　1.60
　　　1.45
一
一
一
一
一
一
-
-
一
一
一
一
一
一
一
一
-・
一
一
一
一
-
一
一
一
一
一
一
　　　-
　　　-
●　　-
　　　-
　　　-
　　　-
　　　-
-
一
一
一
一
一
一
-
一
一
一
一
一
一
β
Ｓ
ｈ
2.54～2. 55
　　　2.52
　　　2.51
　　　53.8
U
。
57.8 52.4 52:2 51.9 55.2 62.3
Ｓ
ｈ
1.48
1.48
14.3
S
15.0 」2.2 13.9 13.9 11.8 12.2
(eふ/g)
6.40
　　×10-3
6.70
　×10｀3 砧い 6.98×10-3
color SYR　　　4/4 2.5YR　3/4 2.5YR　3/4
＊
Abbreviations are the same as those in Table 1.
h : hematite
χ:magnetic susceptibility
5 YR 4/4 : dull reddish brown, 2.5 YR 3/4 : 臨ｒk reddish brown. 10 R 3/4 : dark red
59
210°C 240°C 260°C
２ｈ ４ｈ ６ｈ ８ｈ 10h ２ｈ ４ｈ ２ｈ ４ｈ ６ｈ ８ｈ
14.8
12.2
11.5
12.2
12.2
12.2
18.6
10.6
11.0
12.9
11.3
13.9
　9.9
16.0
14.1
10.8
　‘8.9
　9.6
11.8
　9.2
18.3
16.5
12.0
11.8
12.2
　7.3
　8.7
13.2
　9.4
　9.9
15.3
　9.4
12.9
　－
9.6
5.0
5.9
　－
6.3
5.9
6.8
－
8.5
一
一
－
6.1
一
一
－
7.1
一
一
－
7.1
一
一
－
7.3
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
-
一
一
一
一
　-
　-
・　-
　-
　-
　-
　-
8.7
12.7
　－
　－
　－
　－
　－
　9.2
11.3
　－
　－
11.3
　－
　－
9.2
10.3
　－
　－
7.1
　－
　－
　6.6
13.4
　8.2
　－
　8,2
　－
12.5
　7.1
16.7
　9.4
　－
　9.9
　7.5
11.3
16.0
42.5
17.4
17.9
23.0
10.1
21.2
　　18.8
49.6
　　18.8
　　17.9
　　27.0
　　7.1
　20.4
19.7
55.9
18.3
20.9
25.6
　9.9
19.3
17.6
56.2
16.5
21.6
28.2~
12.9
22.8
46.8 49.8
ﾄo?
57.8 55.5 49.4 51.0
ド 69.6 64.4 70.5
14.6 12.9 13.6 17.6 15.3 18.3 17.2 24.2 26.6 24.7 24.2
6.95
　×10-3
6.70
　×10°3
5.19
　×10-3
2.5YR
　　3/4
10R
　　3/4
10R
　　3/4
10R
　　3/4
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280°C 300°C 330°C 350°C 370°C
２ｈ ２ｈ ２ｈ ４ｈ ２ｈ ４ｈ ２ｈ ２ｈ
Ｓ
10.1
11.5
　9,6
11.3
　9.2
10.6
13.2
　9.2
11.8
14.3
11.8
11.8
　　14.1
｀　11. 8 -
　　11.0
11.3
　7.5
　8.2
　8,0
　7.3
12.9
11.5
　9.9
10.1
β
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
ｈ
20.4
55.2
18.8
19.5
27.7
　9.4
20.9
20.9
54.1
22.1
17.6
27.0
　7.3
23.3
21.2
63.1
24.7
20.4
28.4
　9,9
23.7
22.3
63.7
24.9
23.7
28.4
　9.2
23.5
23.7 '
70.0
27.3
22.3
33.6
　7,5・
27.7
25.9
62.3
19.3
18.1
32.4
　9.4
23.7
27.5
70.5
21.4
25.9
33.8
　8,2
　28.7
29.8
77.6
20.9
26.3
37.6
10.3
27.5
β
Ｓ
ｈ 67.7 72.4 74.0 68.2 80.4 71.0 73.6 70.5
Ｓ 23.5 25.6 25.9 25.1 25.1 23.3 25.1 25.6
(｡ゐg)
5.19
　　×10“3
5.12
　　×io-≫
4.75
×10‘3
4.43
×10-!'
4.02
　　×10-'
color 10R　　3/4
10R
　　3/4
10R
　3/4
１
10R
　3/4
10R
　　3/4
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400°C 450°C 500°C
４ｈ ６ｈ ８ｈ ２ｈ ２ｈ ４ｈ ６ｈ ８ｈ 10h
11.3
　7.3
11.8
8.0
4.7
8.0
11.0
　5.8
10.8
10.0
　4,9
　9.4
-
一
一
-
一
一
一
一
-
-
一
一
-
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
-
-
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
　26.1
　75.2
1 20.4
　28.0
　31.3
　12.5
　25.6
27.3
71.2
21.9
24.9
36.7
　9.4
28.2
29.1
79.9
25.6
27.0
37.1
10.8
28.7
29.4
80.4
24.2
26.3
38.3
10.8
28.0
　　　41.4
　　103.6
　　　37.1
　　　34.1
. 51.0
　　　10.3
　　　33.6
　36.2
106.5
　32.2
　35.3
　44.4
　13.2
　35.3
　32.9
105.5
　30.3
　32.9
　44.9
　12.2
　37.6
　43.5
110.7
　29.1
　37.4'
　53.3
　11.5
　36.0
　42.3
115.2
　35.0
　33.4
　49.1
　12.2
　35.0
78.3 71.4 74.7 76.1
　h
89.3 91.9 84.6 89.8. 82.7
24.7 28.7 23.7 24.2 h
28.2 29.1 24.4 27.7 28.7
2.89
　　×10“3
2.00
　　×io-≫ 3.44×lO-"
2.24
×10-4 2.20×io-<
10R
　　3/4
10R
　　3/4
10R　3/4 10R　3/4
10R
　3/4
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色化試料を用い，篠層の透水性，当時の気温をも考慮して，地質学的長期の風化過程を，いかに実
験室的に考えるかの問題がのこる。
　本研究を行なうにあたり，種々，有益なご教示を賜った室蘭工大の三沢俊平先生，京大化研の
木山雅雄先生に深く感謝致します。
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